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愛媛県「令和6年度介護生産性向上推進事業(介護ロボット部門)における
介護ロボット導入等による生産性向上のための伴走支援」事業
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地域福祉はその地域に住む人々が安心して生活できるよう公的な制度のみならず、地域住民、社会福
祉関係者等が協力して福祉的な課題の解決に取り組む考え方です。

少子高齢化の進展や家族の機能の縮小、急激な社会変化等により、家族のみで、また一つの制度や機
関で課題の解決を図ることが困難な状況となっています。
地域住民の主体性を尊重しながら、ボランティア、社会福祉法人、NPO法人、行政など、たくさんの
人たちと協力して、「温かい心で思いやり 助け合い支え合う笑顔あふれるまち」をつくる活動を行
っています。

社会福祉法人東温市社会福祉協議会のご紹介

常勤介護職員６名、パート介護職員１５名の体制
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活動の背景と目的

介護報酬の減少により事業は厳しい状況にあります。利用
者様の生活を支え続けるために、自分たちでできることを明確
にして、取り組もうという気持ちから、介護ICTを最大限に活
用して、自立支援、質の高いケア、職員の負担軽減、業務
の効率化を目標とし、介護ICTの活用推進のアドバイスをい
ただきたく、「令和6年度介護生産性向上推進事業(介護ロ
ボット部門)における介護ロボット導入等による生産性向上の
ための伴走支援」に応募しました。
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活動内容

１ .業務の可視化
２ .補助金の申請
３ .組織活動
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業務の可視化（インタビュー）

出所:９月４日打合せ実施 ヒアリング

日々の業務に追われ
改善に取り組めていない

ベテラン職員?が多数のため、
マニュアルが不要になっている

改善するベースがない?
だから

改善に着手できていない?

帳票類は？
手書きが多い？

標準化は不要？
属人的、人に依存？
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業務の可視化（現地調査）

出所:９月１０日実施 現地調査
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実 績

１）「だんだん」プロジェクト①
改善というと「悪いところ」を探して、修正するイメージがある
が、「良いところ」を見つけて拡げると活動をする
目的:ホームヘルプサービスを通して、自分が工夫している
点、改善した点を全員で共有し、マネすることで改善を推進
していく

２）進め方
期間:11月初の１週間（進行中）
対象者:ホームヘルパー全員
方法:記入用紙に記入、投票によりMVPを決める

記入事項:
・氏名
・「これいいよ」(工夫・改善)
例 洗濯物入れを作る(色物、その他の分別)
例 電子レンジ活用「なんで広めたいか」(効果)
例 洗濯の事前準備時間が短縮できた
例 調理時間が短縮できた(かぼちゃの下茹でをやめて)
・「けっこい欄」（投票:◯をつける）

アセスメント結果
全体の傾向平均スコアは 2.76 であり、概ね「普通～良
い」評価が多い。
最高スコアは 3.0（満点）、最低スコアは 2.33 で、大き
なばらつきはない。
多くの質問が 2.5～3.0 の範囲に収まっており、極端に低
い評価の項目は見られない。
課題がある可能性のある項目（スコアが2.5以下の質問）
「効率的な訪問ルート作成の共有」
「訪問スケジュールの作成」
（サ責業務の軽減をはかる）

次のアクション
スコアが低い項目の具体的な要因分析
→なぜスコアが低いのか?
業務改善の取り組み
→例えば、訪問ルートの効率化を促すための共有会の実施
高スコア項目の維持
→すでに良好な項目を引き続き継続するための仕組み作り
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愛媛県令和６年度介護ロボット導入等による生産性向上のための伴走支援計画

停滞中

だんだんプロジェクト

ケアウィング導入支援

記録の電子化開始
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まとめ

最初は、伴走支援のコンサルタントが入るというので、緊張もしましたが、
職員に対するアセスメントや業務の可視化を実施していくことで、今まで
気づかなかった、見えてきたものが多数あり、介護ICT活用というう同じ
目標に取組むことで、職員間のコミュニケーションが活性化し職場の雰
囲気がよくなりました。
また、善光総合研究所とは、コミュニケーション手段としてチャットを活用
することで、アドバイスの頻度も増やして頂き、気軽に質疑も行えるよう
になりました。今まで職員間でこのようなICTツールは使用したことがなか
ったので、今後の活動に活かせると思いました。
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最後に

謝辞

今回「令和6年度介護生産性向上推進事業(介護ロボット部門)」にお
ける介護ロボット導入等による生産性向上のための伴走支援先」に選
出していただき、伴走支援を受けることができたことに感謝しています。あ
りがとうございました。
特に、⾧い間見直すことのなかった帳票類を電子化できたことは、業務の
仕方を大きく変えることにつながり、新しい視点で、この難局を乗り越えて
いくきっかけとなりました。

今後について

今後は、「ケアウィング」の導入効果の検証を勧めるとともに、人材確保の
ために、今回取り組んだ活動を外部にも積極的に広報して、訪問介護
の魅力を発信していきたいと考えております。


